
新芽の繊維含有率を指標とした 
摘採適期判断技術の開発 

■開発のねらい 
 近年、一番茶期の気象変動や後継者への技
術伝承の必要性を背景に、摘採適期判断の指
標の数値化が求められています。しかし、これ
まで被覆栽培下で簡易に数値化する方法があ
りませんでした。 
 そこで、新芽の成熟程度の指標である繊維
含有率を非破壊で推定し、摘採適期を判断す
る技術の開発を行いました。 

問い合わせ先：農林センター茶業研究所（宇治茶部） 0774-22-5577 

■研究の成果 
・比較的安価なセンサーで測定可能な波長域
（1000 nm 以下）の分光反射率から、繊維含有
率が推定可能 （図1) 
 

・棚被覆機械摘みてん茶では、推定繊維含有率
が20%を超えると、硬い葉が目立つようになり、
製茶品質の低下が見られる (図2) 

 

課題名 ICTを活用した京都オリジナルのスマート生産技術の開発 
      非破壊測定による宇治茶生産管理システム 

■活用の分野 
・実用機開発の基礎技術として活用 (図3) 
 ⇒○2019年度から、プロジェクト研究課題に

おいて、実用機開発にメーカーと共同で
取組予定 

○実用化に向けて、自然仕立て茶園、直
がけ被覆茶園への適用についても調査 

 

・毎年の生育を数値化して蓄積・解析すること
で、茶園管理のスマート化へ応用可能（図3） 

【研究情報】 
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図1 樹冠面及び個葉の繊維含有率推定値と実測値の関係 

図2  樹冠面の繊維含有率推定値と製茶品質の関係 
   品種：‘さみどり’、茶種：棚被覆はさみ摘みてん茶 
   被覆開始時期：平均開葉数0.5～1 
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新芽の繊維含有率の 
数値データを取得 

毎年のデータを蓄積・解析することで、判断の熟練・継承をサポート 

平年より繊維がか
なり早く増えてるな、
繊維が20%までに摘
採するよう計画を早
めよう 

数値データから意思決定 
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